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第１回 認知症対応型通所介護運営推進会議 報告書 

 

開 催 日 時 平成２８年９月６日 １４：００～１５：３０ 

開 催 場 所 桜町高齢者在宅サービスセンター ２F  

参 加 者 ご利用者家族：  利用者様 ご家族 A 様 

      利用者様 ご家族 B 様 

地域住民代表：  行政書士 C 様  

所在地管轄職員： きた地域包括支援センター 職員 （以下：包括職員） 

桜町ｾﾝﾀｰ職員：  センター長  

         認知症対応型通所介護管理者 （以下：管理者） 

         事務員  

司 会 進 行 認知症対応型通所介護管理者 

書 記 事務員 

【議事録】 

 

１．委嘱式 

・センター長より、運営推進会議の開催目的の説明。 

・地域住民代表者、行政書士 C 様へ委員委嘱状授与。 

・自己紹介。 

 

２．平成２８年度 事業計画書について（センター長） 

・ヨハネ会及び桜町高齢者在宅サービスセンターの事業紹介。 

・事業計画書に沿って、ヨハネ会の理念と歴史、桜町センター経営方針、組織図等について 

説明。 

 

３．認知症対応型デイサービスについて（管理者）※添付資料 

・利用者数、平均年齢、要介護度の報告。 

 若年性認知症のご利用者の受け入れはまだ出来ていない。 

 男女比の割合について質問あり → 男性はおおよそ１割程度と返答。 

・一日の活動の流れの説明、ご利用者様のご自宅での様子をうかがう。 

・リスクマネジメント、感染症対策、行方不明時のマニュアルについて書面にて説明。 

 

４．意見交換、その他 

・包括職員・・それぞれのご家族、ご利用者の要望に合わせて、利用デイを選び、お勧めして

いる。 

・C 様・・・・ご利用者ご本人はデイサービスに対して先入観を持っている方が多く、ご本人 

よりもご家族の要望でデイサービスを利用されているようだ。 

ケアマネージャーの紹介がないと認知デイの利用にはつながっていない。    

選択肢がたくさんあることは大切である。 



 

2 

  ・包括職員様・・新規開設のデイサービスのように内覧会のようなものがあれば、ケアマネも

紹介しやすいと思われる。 

・管理者・・・・一般デイとは料金差があり割高感を持たれているが、認知デイではご家族と    

の交流や情報交換を大切にしている。 

  ・B 様・・・・・利用前は認知デイの存在を知らなかったし、踏切の向う側なので桜町デイは

行けないと思っていた。ケアマネージャーからの紹介等はなかったので、高

架になった後、自分で直接電話をしてこのデイを探しあてた。 

  ・A 様・・・・・入院中にリハビリの先生に色々と教えていただき、介護申請、ケアマネージ

ャー探し、桜町デイサービス利用とスムーズにつながることが出来た。 

ケアマネージャーを探す際、何か所か連絡したが依頼後すぐに返事をしてく

れるところが安心だと感じた。 

  ・管理者・・・・広く知ってもらうためには、内覧会や見学会のようなものも有効で、病院か

らの紹介や対応が早いことが大切とわかった。ホームページも改良の余地が

あるし、現在ご家族あてに出している活動中の写真をケアマネージャーにも

出していくことも良いかと思われる。 

 

５．次回開催予定： ２０１７年３月上旬頃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


